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Case 9-2010: A 37-Year-Old Woman with Paresthesias and Ataxia(N Engl J Med 2010;362:1129-38)
【Problem List】

# 神経巣症状

再発寛解を経ながら劇的に進行する多様な神経症状(知覚異常、運動失調、ろれつが回らない、視野障害、

構音障害、失語、着衣失行、左直接対光反射消失、企図振戦（+）、嚥下不能、等。)

# 脳画像所見

大脳白質の多発病変(これまで造影 MRI にて増強されなかったが、今回入院 5 日前の MRI にて一斉に増強

されていた)、左小脳半球病変。

# 脳脊髄液所見

血性、わずかに混濁、RBC 上昇、白血球軽度上昇（リンパ球優位）、蛋白上昇、糖正常、IgG 増加、蛋白

電気泳動にてバンド（+）

# 頭痛

# 歩行障害

# 混乱、不穏

# 皮疹

# 嘔気・嘔吐

# DTR 亢進

# 鬱傾向

# 肝酵素上昇

# 関節痛

# Cocaine 尿中陽性

# 窒息感

# 乳頭蒼白

【次に行う診断的手技】

● 脳生検


